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〔
府

令
〕

〇
健
康
増
進
法
に
規
定
す
る
特
別
用
途
表
示

の
許
可
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
を

改
正
す
る
内
閣
府
令
（
内
閣
府
一
一
一
）

〔
省

令
〕

〇
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
に
関

す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
環
境
三
一
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

司
法
書
士
名
簿
登
録
等
関
係

地
方
公
共
団
体

解
散
命
令
、
教
育
職
員
免
許
状
失
効
、
行

旅
死
亡
人
、
無
縁
墳
墓
等
改
葬
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

〇
内
閣
府
令
第
百
十
一
号

健
康
増
進
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
号
）
第
四
十
三
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た

め
、
健
康
増
進
法
に
規
定
す
る
特
別
用
途
表
示
の
許
可
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
十
二
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂





健
康
増
進
法
に
規
定
す
る
特
別
用
途
表
示
の
許
可
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

健
康
増
進
法
に
規
定
す
る
特
別
用
途
表
示
の
許
可
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
二
十
一
年
内
閣
府
令
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
（
連
続
す
る
他

の
規
定
と
記
号
に
よ
り
一
括
し
て
掲
げ
る
規
定
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
標
記
部
分
に
係
る
記
載
）
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後

欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

第
三
条

特
定
保
健
用
食
品
に
あ
っ
て
は
、
前
条
の
記
載
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
の
ほ
か
、
表
示
の
見
本
及
び

別
表
第
六
に
掲
げ
る
資
料
を
消
費
者
庁
長
官
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条

特
定
保
健
用
食
品
に
あ
っ
て
は
、
前
条
の
記
載
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
の
ほ
か
、
表
示
の
見
本
及
び

別
表
に
掲
げ
る
資
料
を
消
費
者
庁
長
官
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

（
特
別
用
途
食
品
の
表
示
事
項
等
）

（
特
別
用
途
食
品
の
表
示
事
項
等
）

第
八
条

法
第
四
十
三
条
第
六
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
内
閣
総
理

大
臣
の
承
認
を
受
け
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
記
載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条

法
第
四
十
三
条
第
六
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
内
閣
総
理

大
臣
の
承
認
を
受
け
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
記
載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
一
〜
八

略
﹈

﹇
一
〜
八

同
上
﹈

九

特
別
用
途
食
品
（
特
定
保
健
用
食
品
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）の
う

ち
、
乳
児
用
で
あ
っ
て
別
表
第
一
の
規
格
の
欄
に
掲
げ
る
規
格
に
適
合
し
、
か
つ
、
同
表
の
許
可
区
分
の
欄

に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
同
表
の
規
格
の
欄
に
対
応
す
る
表
示
事
項
の
欄
に
掲
げ
る
事
項

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

十

特
別
用
途
食
品
の
う
ち
、
妊
産
婦
又
は
授
乳
婦
用
で
あ
っ
て
別
表
第
二
の
規
格
の
欄
に
掲
げ
る
規
格
に
適

合
し
、
か
つ
、
同
表
の
許
可
区
分
の
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の

許
可
を
受
け
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
同
表
の
表
示
事
項
の
欄
に
掲
げ
る
事
項

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

十
一

特
別
用
途
食
品
の
う
ち
、
病
者
用
で
あ
っ
て
別
表
第
三
の
規
格
の
欄
に
掲
げ
る
規
格
に
適
合
し
、か
つ
、

同
表
の
許
容
さ
れ
る
特
別
用
途
表
示
の
範
囲
の
欄
に
掲
げ
る
範
囲
の
表
示
を
行
う
も
の
で
あ
っ
て
、
同
表
の

許
可
区
分
の
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
も
の
に

あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
規
格
の
欄
に
対
応
す
る
表
示
事
項
の
欄
に
掲
げ
る
事
項

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

十
二

特
別
用
途
食
品
の
う
ち
、
病
者
用
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）で
あ
っ
て
別
表
第
四
の
要
件
の
欄

に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
し
、
か
つ
、
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
同
表
の

表
示
事
項
の
欄
に
掲
げ
る
事
項

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

十
三

特
別
用
途
食
品
の
う
ち
、
え
ん
下
困
難
者
用
で
あ
っ
て
別
表
第
五
の
規
格
の
欄
に
掲
げ
る
規
格
に
適
合

し
、
か
つ
、
同
表
の
許
可
区
分
の
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
許

可
を
受
け
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
規
格
の
欄
に
対
応
す
る
表
示
事
項
の
欄
に
掲
げ
る
事
項

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

十
四
〜
十
七

﹇
略
﹈

九
〜
十
二

﹇
同
上
﹈

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
表
示

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
法
第
四
十
三
条
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十

三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
三
条
第
六
項
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
別
記
様
式
第
二
号
（
特
定

保
健
用
食
品
に
あ
っ
て
は
、
別
記
様
式
第
三
号
（
許
可
の
際
、
そ
の
摂
取
に
よ
り
特
定
の
保
健
の
目
的
が
期
待

で
き
る
旨
に
つ
い
て
条
件
付
き
の
表
示
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
（
以
下
「
条
件
付
き
特
定
保
健
用
食
品
」

と
い
う
。）に
あ
っ
て
は
、
別
記
様
式
第
四
号
））に
よ
る
許
可
証
票
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
五
号
（
特
定

保
健
用
食
品
に
あ
っ
て
は
、
別
記
様
式
第
六
号
（
承
認
の
際
、
そ
の
摂
取
に
よ
り
特
定
の
保
健
の
目
的
が
期
待

で
き
る
旨
に
つ
い
て
条
件
付
き
の
表
示
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
（
以
下
「
条
件
付
き
特
定
保
健
用
食
品
」

と
い
う
。）に
あ
っ
て
は
、
別
記
様
式
第
七
号
））に
よ
る
承
認
証
票
」
と
、
同
項
第
七
号
及
び
第
十
七
号
中
「
許

可
」
と
あ
る
の
は
「
承
認
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
表
示

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
法
第
四
十
三
条
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十

三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
三
条
第
六
項
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
別
記
様
式
第
二
号
（
特
定

保
健
用
食
品
に
あ
っ
て
は
、
別
記
様
式
第
三
号
（
許
可
の
際
、
そ
の
摂
取
に
よ
り
特
定
の
保
健
の
目
的
が
期
待

で
き
る
旨
に
つ
い
て
条
件
付
き
の
表
示
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
（
以
下
「
条
件
付
き
特
定
保
健
用
食
品
」

と
い
う
。）に
あ
っ
て
は
、
別
記
様
式
第
四
号
））に
よ
る
許
可
証
票
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
様
式
第
五
号
（
特
定

保
健
用
食
品
に
あ
っ
て
は
、
別
記
様
式
第
六
号
（
承
認
の
際
、
そ
の
摂
取
に
よ
り
特
定
の
保
健
の
目
的
が
期
待

で
き
る
旨
に
つ
い
て
条
件
付
き
の
表
示
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
も
の
（
以
下
「
条
件
付
き
特
定
保
健
用
食
品
」

と
い
う
。）に
あ
っ
て
は
、
別
記
様
式
第
七
号
））に
よ
る
承
認
証
票
」
と
、
同
項
第
七
号
及
び
第
十
二
号
中
「
許

可
」
と
あ
る
の
は
「
承
認
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

﹇
略
﹈

３

﹇
同
上
﹈

４

消
費
者
庁
長
官
は
、
国
民
の
健
康
の
保
護
及
び
増
進
を
図
る
た
め
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
申
請
者
に
対
し

て
別
表
第
一
か
ら
第
五
ま
で
に
掲
げ
る
表
示
事
項
の
内
容
に
つ
い
て
消
費
者
に
認
識
さ
せ
る
た
め
に
講
ず
る
措

置
に
関
す
る
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報 



別表第一


（第八条第一項第九号関係） ［表を加える。］

許可区分 規格 表示事項

乳児用調製
粉乳

次に掲げる全ての規格を満たすものであるこ
と。

一 「乳児用調製粉乳」の
文字

一 乳及び乳製品の成分規格等に関する命令
（昭和二十六年厚生省令第五十二号）第三
条の規定に基づく別表の二ののの規定
に基づき、内閣総理大臣から承認を受けた
ものであること。

二 当該食品は母乳の代替
食品として使用できるも
のであるが、乳児にとっ
ては母乳が最良である旨

二 次の表の栄養成分及び熱量の欄に掲げる
区分に応じ、それぞれ同表の100kcal当た
りの栄養成分の量（熱量にあっては、100
mL当たりの標準濃度の熱量）の欄に掲げ
る基準値を満たしているものであること。

三 医師、管理栄養士等に
相談し、その指導に従っ
て使用することが適当で
ある旨

三 100kcal当たりのリンに対するカルシウ
ムの量の比が１以上２以下であること。

四 使用方法
五 乳児の個人差を考慮し
て使用する旨

四 100kcal当たりのαリノレン酸に対す
るリノール酸の量の比が５以上15以下であ
ること。

栄養成分及び熱量 100kcal当たりの栄養
成分の量（熱量にあっ
ては、100mL当たり
の標準濃度の熱量）

たんぱく質（注） 18ｇ以上30ｇ以下

脂質 44ｇ以上60ｇ以下

炭水化物 90ｇ以上140ｇ以下

ナイアシン（注） 300㎍以上1500㎍以下

パントテン酸 400㎍以上2000㎍以下

ビオチン 15㎍以上10㎍以下

ビタミンＡ（注） 60㎍以上180㎍以下

ビタミンB１ 60㎍以上300㎍以下

ビタミンB２ 80㎍以上500㎍以下

ビタミンB６ 35㎍以上175㎍以下

令
和

年


月


日
火
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報





ビタミンB12 01㎍以上15㎍以下

ビタミンＣ 10㎎以上70㎎以下

ビタミンＤ 10㎍以上25㎍以下

ビタミンＥ 05㎎以上50㎎以下

葉酸 10㎍以上50㎍以下

イノシトール ４㎎以上40㎎以下

亜鉛 05㎎以上15㎎以下

塩素 50㎎以上160㎎以下

カリウム 60㎎以上180㎎以下

カルシウム 50㎎以上140㎎以下

鉄 045㎎以上

銅 35㎍以上120㎍以下

セレン １㎍以上55㎍以下

ナトリウム 20㎎以上60㎎以下

マグネシウム ５㎎以上15㎎以下

リン 25㎎以上100㎎以下

αリノレン酸 005ｇ以上

リノール酸 03ｇ以上14ｇ以下

熱量 60kcal以上70kcal以下

注 窒素換算係数として625を乗じるも
のとする。

注 ナイアシンにあっては、ニコチン酸
及びニコチンアミドの合計量とする。

注 ビタミンＡにあっては、レチノール
の量とする。

乳児用調製
液状乳

乳児用調製粉乳の項に定める規格を準用する。 一 「乳児用調製液状乳」
の文字
二 当該食品は母乳の代替
食品として使用できるも
のであるが、乳児にとっ
ては母乳が最良である旨

令
和

年


月


日
火
曜
日

(号
外
第



号
)

官
報





三 医師、管理栄養士等に
相談し、その指導に従っ
て使用することが適当で
ある旨
四 使用方法
五 乳児の個人差を考慮し
て使用する旨

別表第二


（第八条第一項第十号関係） ［表を加える。］

許可区分 規格 表示事項

妊産婦又は
授乳婦用粉
乳

次の表の栄養成分及び熱量の欄に掲げる区分に
応じ、それぞれ同表の１日当たり摂取目安量に
含まれる量の欄に掲げる基準値を満たしている
ものであること。

一 「妊産婦、授乳婦用粉
乳」の文字
二 使用方法

栄養成分及び熱量 １日当たり摂取目安量
に含まれる量

たんぱく質 1044ｇ以上

脂質 230ｇ以上

糖質 2366ｇ以上

ナイアシン（注） 029㎎以上

ビタミンＡ（注） 456㎍以上

ビタミンB１ 086㎎以上

ビタミンB２ 076㎎以上

ビタミンＤ 75㎍以上

カルシウム 650㎎以上

熱量 314kcal以下

注 ナイアシンの含有量は、ニコチン酸
及びニコチンアミドの合計量に60分の
１トリプトファン量を加えた量とす
る。

注 ビタミンＡの含有量は、ビタミンＡ
の効力を示すレチノール、αカロテ
ン及びβカロテン等の合計量とす
る。
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別表第三


（第八条第一項第十一号関係） ［表を加える。］

許可区分 規格 許容される特
別用途表示の
範囲

表示事項

低たんぱく
質食品

次に掲げる全ての規格を満たすも
のであること。

たんぱく質摂
取制限を必要
とする疾患
（腎臓疾患等）
に罹患した者
に適する旨

一 たんぱく質含有量が、他の
同種の食品の含有量の30％以
下であること。

一 医師にたんぱく質摂
取量の制限を指示され
た場合に限り用いる旨

二 熱量が、他の同種の食品の
含有量と同程度又はそれ以上
であること。

二 製品の一定量（例え
ば、１個又は１片）当
たりのたんぱく質含有
量

三 ナトリウム及びカリウムの
含有量が、他の同種の食品の
含有量より多くないこと。

三 100ｇ、１食分、１
包装その他の１単位当
たりの熱量、たんぱく
質、脂質、炭水化物、
ナトリウム（食塩相当
量に換算したもの）、
カリウム、カルシウム、
リンその他意図的に強
化された栄養成分の含
有量

四 食事療法として日常の食事
の中で継続的に摂取するもの
であって、これまで摂取して
いたものの代替となるもので
あること。

四 低たんぱく質である
旨の文字
五 医師、管理栄養士等
に相談し、その指導に
従って使用することが
適当である旨
六 食事療法の一環とし
て使用することが適当
なものであって、多量
摂取により疾病が治癒
するものではない旨

アレルゲン
除去食品

次に掲げる全ての規格を満たすも
のであること。

牛乳等の特定
のアレルゲン
に起因するア
レルギー疾患
を有する者に
適する旨

一 医師に特定のアレル
ゲンの摂取制限を指示
された場合に限り用い
る旨

一 特定のアレルゲンを不使用
又は除去（検出限界以下に低
減した場合を含む。）したもの
であって、当該アレルゲンを
含む食品について、適切な検

二 食物アレルギーの種
類又は除去したアレル
ゲンの名称
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二 除去したアレルゲン以外の
栄養成分の含有量が、他の同
種の食品の含有量とおおむね
同程度であること。

三 除去したアレルゲン
の代替物の名称

三 食品の喫食の形態が、他の
同種の食品の喫食の形態と著
しく異ならないものであるこ
と。

四 ビタミン及びミネラ
ルの含有量
五 使用方法
六 医師、管理栄養士等
に相談し、その指導に
従って使用することが
適当である旨
七 食事療法の一環とし
て使用することが適当
なものであって、多量
摂取により疾病が治癒
するものではない旨

査によって検出限界以下であ
ると認められたものであるこ
と。

無乳糖食品 次に掲げる全ての規格を満たすも
のであること。

乳糖不耐症又
はガラクトー
ス血症の者に
適する旨

一 医師に乳糖又はガラ
クトースの摂取制限を
指示された場合に限り
用いる旨

一 食品中の乳糖又はガラク
トースを除去したものである
こと。 二 乳糖又はガラクトー

スの代替物の名称二 乳糖又はガラクトース以外
の栄養成分の含有量が、他の
同種の食品の含有量とおおむ
ね同程度であること。

三 ビタミン及びミネラ
ルの含有量
四 使用方法
五 無乳糖である旨の文
字
六 乳たんぱく質を含む
場合はその旨
七 医師、管理栄養士等
に相談し、その指導に
従って使用することが
適当である旨
八 食事療法の一環とし
て使用することが適当
なものであって、多量
摂取により疾病が治癒
するものではない旨

総合栄養食
品

１ 次に掲げる全ての規格を満た
すものであること。

食事として摂
取すべき栄養
素をバランス
よく配合した
総合栄養食品
であって、疾

一 「総合栄養食品（病
者用）」の文字

一 疾患等により通常の食事摂
取が不十分な者の食事代替品
として、経口摂取又は経管栄
養が必要な者が利用できるよ

二 医師、管理栄養士等
に相談し、その指導に
従って使用することが
適当である旨
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二 表１の栄養成分の欄に掲げ
る区分に応じ、それぞれ同表
の100kcal当たりの栄養成分
の量の欄に掲げる基準値を満
たしているものであること
（個別に調整した栄養成分等
にあっては、この限りでな
い。）。また、表２の栄養成分
の欄に掲げる区分に応じ、そ
れぞれ同表の100kcal当たり
の栄養成分の量の欄に掲げる
値を勘案したものであるこ
と。

三 栄養療法の一環とし
て使用することが適当
なものであって、多量
摂取により疾病が治癒
するものではない旨

２ 粉末状等の食品にあっては、
申請者があらかじめ指定したと
おりに調製した後の状態におい
て、１の規定を適用することが
できるものであること（個別に
調整した栄養成分等にあって
は、この限りでない。）。

四 規格の欄に掲げる表
１の100kcal当たりの
栄養成分の量の欄及び
表２の100kcal当たり
の栄養成分の量の欄に
掲げる値を満たさない
栄養成分がある場合に
あっては、その旨（「〇
〇増量調整」又は「〇
〇減量調整」と表示す
る（〇〇は、「たんぱく
質」、「食物繊維」等の
個別に調整した栄養成
分の名称とする。）。）

表１

五 １包装当たりの熱量

栄養成分 100kcal当たり
の栄養成分の量

六 １包装当たり及び
100kcal当たりのたん
ぱく質、脂質、炭水化
物、糖質、食物繊維、
ナトリウム（食塩相当
量に換算したもの）、
水分及び個別に調整し
た栄養成分の含有量たんぱく質 22ｇ以上78ｇ

以下 七 欠乏又は過剰摂取に
注意すべき成分がある
場合はその旨

脂質（注） 18ｇ以上67ｇ
以下

糖質及び食
物繊維

100kcal当たり
の熱量に占める
糖質及び食物繊
維に由来する熱
量の割合が40％
以上72％以下

ナトリウム 30㎎以上315㎎
以下

う、液状又は半固形状といっ
た適度な流動状のものである
こと。

患等により通
常の食事で十
分な栄養を摂
ることが困難
な者に適して
いる旨
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ナイアシン 04ナイアシン
当量以上であっ
て、ニコチン酸
アミドの場合は
30㎎以下であ
り、ニコチン酸
の場合は７㎎以
下

パントテン
酸

016㎎以上

ビタミンＡ
（注）

26㎍ＲＥ以上
150㎍レチノー
ル以下

ビ タ ミ ン
B１

004㎎以上

ビ タ ミ ン
B２

005㎎以上

ビ タ ミ ン
B６

005㎎以上52㎎
以下

ビ タ ミ ン
B12

010㎍以上

ビタミンＣ ４㎎以上

ビタミンＤ 02㎍以上50㎍
以下

ビタミンＥ 02㎎以上43㎎
以下

ビタミンＫ ３㎍以上19㎍以
下

葉酸 10㎍以上108㎍
以下

塩素 40㎎以上360㎎
以下

カリウム 62㎎以上330㎎
以下

カルシウム 26㎎以上125㎎
以下
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鉄 02㎎以上27㎎
以下

マグネシウ
ム

11㎎以上62㎎以
下

リン 32㎎以上175㎎
以下

注 脂質においては、必須
脂肪酸を配合したもので
あること。

注 ビタミンＡには、プロ
ビタミン・カロテノイド
を含まないこと。

表２

栄養成分 100kcal当たり
の栄養成分の量

ビオチン 20㎍以上

亜鉛 028㎎以上22㎎
以下

クロム 04㎍以上105㎍
以下

セレン 08㎍以上223㎍
以下

銅 003㎎以上05㎎
以下

マンガン 014 ㎎ 以 上
055㎎以下

モリブデン 08㎍以上30㎍
以下

ヨウ素 ６㎍以上150㎍
以下

糖尿病用組
合せ食品

次に掲げる全ての規格を満たすも
のであること。
一 次の表の栄養成分の欄に掲
げる区分に応じ、それぞれ同

糖尿病の食事
療法を実践及
び継続する者
に適する旨

一 １食分当たりの熱量
及びたんぱく質、脂質、
炭水化物、ナトリウム
（食塩相当量に換算し
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表の１食当たりの栄養成分の
量の欄に掲げる基準値を満た
しているものであること。

たもの）その他意図的
に強化された栄養成分
の量

二 企図する栄養成分の組成と
して申請者が設定した栄養成
分の量及び熱量から±10％の
範囲に入るように献立が設計
されていること（ただし、主
食を含まない献立の場合は、
想定する主食の種類と量を明
確にした上で、主食と副食の
栄養成分の合計量が次の表の
基準値を満たしているもので
あること。）。

二 糖尿病用組合せ食品
（１食分）である旨の
文字
三 たんぱく質、脂質及
び炭水化物が熱量に占
めるべき割合（ただし、
主食を含まない場合
は、想定する主食の種
類と量を明記し、主食
を含んだものとするこ
と。）

三 糖尿病の食事療法として利
用できるものであり、１食で
完結する又は主食を追加する
ことで完結するものであるこ
と。

四 医師、管理栄養士等
に相談し、その指導に
従って使用することが
適当である旨

四 既に調理がされており、温
めて又はそのまま摂取するこ
とができる状態の食品である
こと。

五 使用方法
六 物性の調整をした場
合、その旨

栄養成分 １食当たりの栄
養成分の量

炭水化物 50％エネルギー
以上60％エネル
ギー以下

たんぱく質 20％エネルギー
以下

食塩相当量 20ｇ未満

腎臓病用組
合せ食品

次に掲げる全ての規格を満たすも
のであること。

腎臓病の食事
療法を実践及
び継続する者
に適する旨

一 １食分当たりの熱量
及びたんぱく質、脂質、
炭水化物、ナトリウム
（食塩相当量に換算し
たもの）、カリウム、
リンその他意図的に強
化された栄養成分の量
（ただし、主食を含ま

一 次の表の栄養成分及び熱量
の欄に掲げる区分に応じ、そ
れぞれ同表の１食当たりの栄
養成分の量及び熱量の欄に掲
げる基準値を満たしているも
のであること。
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二 腎臓病用組合せ食品
（１食分）である旨の
文字

二 企図する栄養の組成として
栄養成分の量及び熱量が設定
され、献立が当該設定された
量から±10％の範囲に入るよ
うに設計されていること（た
だし、主食を含まない献立の
場合は、想定する主食の種類
と量を明確にした上で、主食
と副食の栄養成分の合計量が
次の表の値を満たすものであ
ること。）。

三 医師、管理栄養士等
に相談し、その指導に
従って使用することが
適当である旨

三 腎臓病の食事療法として利
用できるものであり、１食で
完結する又は主食を追加する
ことで完結するものであるこ
と。

四 使用方法

四 既に調理がされており、温
めて又はそのまま摂取するこ
とができる状態の食品である
こと。

五 物性の調整をした場
合、その旨

栄養成分及
び熱量

１食当たりの栄
養成分の量及び
熱量

たんぱく質 90ｇ以上220ｇ
以下

食塩相当量 20ｇ未満

カリウム 500㎎以下

熱量 380kcal以上750
kcal以下

ない場合は、想定する
主食の種類と量を明記
し、主食を含んだもの
とすること。）

経口補水液
（個別疾患
の場合の用
途に適する
旨を表示す
る場合を除
く。）（ただ
し、個別疾
患名等を表
示する場合
に あ っ て
は、別表第

１ 次に掲げる全ての規格を満た
すものであること。

感染性胃腸炎
による下痢又
は嘔吐の脱水
状態の者に適
する旨

一 経口補水液である旨
の文字

一 感染性胃腸炎による下痢又
は嘔吐の脱水状態の際に、水
及び電解質の補給のために利
用できる製品であること。

二 医師から感染性胃腸
炎による下痢又は嘔吐
の脱水状態として指示
された場合に限り用い
る旨二 次の表の栄養成分の欄に掲

げる栄養成分の区分に応じ、
それぞれ同表の100mL当た
りの栄養成分の量の欄に掲げ
る基準値を満たしているもの
であること。

三 食事療法の一環とし
て使用することが適当
なものであって、多量
摂取により疾病が治癒
するものではない旨
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三 製品のモル濃度比（ナトリ
ウムとブドウ糖の比をいう。
以下この表において同じ。）
が、１：１から１：35まで
の範囲に入るものであるこ
と。

四 医師、管理栄養士等
に相談し、その指導に
従って使用することが
適当である旨

四 製 品 の 浸 透 圧 が 300
mOsm／Ｌ以下であること。

五 医師からナトリウム
又はカリウム摂取量の
制限を指示された場合
にあっては、必ず医師
に相談し、その指導に
従って使用する旨

２ 粉末状等の食品にあっては、
申請者があらかじめ指定したと
おりに調製した後の状態におい
て、１の規定を適用することが
できるものであること。

六 100mL当たりのナ
トリウム（食塩相当量
に換算したもの）、カ
リウム、塩素及びブド
ウ糖の含有量並びに製
品のモル濃度比及び浸
透圧（ただし、粉末状
の製品にあっては、１
包装当たりの量も表示
すること。）

栄養成分 100mL当たり
の栄養成分の量

ナトリウム 92㎎以上138㎎
以下

カリウム 59㎎以上98㎎以
下

塩素 106㎎以上212㎎
以下

ブドウ糖 100ｇ以上260
ｇ以下

四の表示事
項の欄に定
めるところ
により表示
すること。）

別表第四


（第八条第一項第十二号関係） ［表を加える。］

要件 表示事項

次に掲げる全ての要件を満たすものであるこ
と。

一 「病者用食品」の文字

一 特定の疾病のための食事療法の目的の
達成に資するための効果が期待できるも
のであること。

二 医師に指示された場合に限り用いる旨

二 食品又は食事療法を実施するに当た
り、疾病の治療等に関与する食品の成分
（以下この表において「関与する成分」
という。）について、食事療法上の効果の
根拠が医学的及び栄養学的に明らかにさ
れていること。

三 個別に許可された表示に係る疾患に適
する旨
四 医師、管理栄養士等に相談し、その指
導に従って使用することが適当である旨
五 食事療法の一環として使用することが
適当なものであって、多量摂取により疾
病が治癒するものではない旨
六 表示許可の条件として示された事項
がある場合は当該事項
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三 食品又は関与する成分について、病者
の食事療法にとって適切な使用方法が医
学的及び栄養学的に設定できるものであ
ること。
四 食品又は関与する成分は、喫食の実績
からみて安全なものであること（食品衛
生上問題がないことはもとより、過去に
人による喫食の実績があるものであると
ともに、その摂取量、摂取方法等からみ
て過剰摂取による健康被害、栄養の偏り
等が生じないものであること。）。

七 過食による過剰摂取障害の発生が知
られているもの又はそのおそれがある
ものについては、申請書に添付した資
料に基づきその旨
八 関与する成分の量

五 関与する成分は、次に掲げる事項が明
らかにされていること。
イ 物理学的、化学的及び生物学的な性
状並びにその試験方法
ロ 定性及び定量試験の方法
六 食品の喫食の形態が、他の同種の食品
の喫食の形態と著しく異ならないもので
あること。
七 日常的に食される食品であること。
八 錠剤型、カプセル型等をしていない通
常の形態の食品であること。
九 食品又は関与する成分が、医薬品（医
薬品、医療機器等の品質、有効性及び安
全性の確保等に関する法律（昭和三十五
年法律第百四十五号）第二条第一項に規
定する医薬品をいう。以下この号におい
て同じ。）又は医薬品として使用される成
分ではないこと。
十 製造方法及び品質管理の方法が明示さ
れているものであること。
十一 乳児を対象とした粉乳及び液状乳で
あるものにあっては、栄養成分の量及び
熱量（栄養療法のために特別に配合され
る栄養成分を除く。）が、別表第一の規格
の欄の二の規定に準じたものであるこ
と。
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別表第五


（第八条第一項第十三号関係） ［表を加える。］

許可区分 規格 表示事項

えん下困難
者用食品

次に掲げる全ての規格を満たすものであるこ
と。

一 「えん下困難者用食品」
の文字

一 医学的及び栄養学的知見に基づき、えん
下困難者の摂取に適した食品であること。

二 喫食の目安となる温度

二 申請製品について、えん下困難者により
摂取されている実績があること。

三 １包装当たりの内容量

三 特別の用途に適する旨の表示が、えん下
困難者用の食品としてふさわしいものであ
ること。

四 １包装当たりの熱量、
たんぱく質、脂質、炭水
化物及びナトリウム（食
塩相当量に換算したも
の）の量

四 使用方法が簡明であること。 五 医師、歯科医師、管理
栄養士、薬剤師、言語聴
覚士等に相談し、その指
導に従って使用すること
が適当である旨

五 品質が他の同種の食品と同等であるこ
と。

六 第八条第１項第六号
（同条第二項において準
用する場合を含む。）に規
定する許可証票の表示に
近接した箇所に、規格の
欄の七の表に掲げるⅠの
規格に該当するものとし
て許可を受けたものに
あっては「そのまま飲み
込める性状のもの」の文
字、Ⅱの規格に該当する
ものとして許可を受けた
ものにあっては「口の中
で少しつぶして飲み込め
る性状のもの」の文字、
Ⅲの規格に該当するもの
として許可を受けたもの
にあっては「少しそしゃ
くして飲み込める性状の
もの」の文字

六 適正な試験方法によって当該食品の成分
又は特性が確認されるものであること。
七 次の表の規格の欄に掲げる区分に応じ、
それぞれ硬さ（一定速度で圧縮したときの
抵抗）（Ｎ／）の欄、付着性（Ｊ／）の
欄及び凝集性の欄に掲げる区分に示す基準
値を満たしているものであること。
なお、温める等の簡易な調理を要するも
のにあっては、申請者があらかじめ指定し
たとおりに調理した後の状態において当該
基準値を満たせばよいものとする。

規格 硬さ（一
定速度で
圧縮した
ときの抵
抗）
（Ｎ／）

付 着 性
（Ｊ／）

凝集性

Ⅰ（均質
な も の
（例えば、
ゼリー状
の食品））

25×10３

以上１×
10４以下

４× 10２

以下
02 以 上
06以下

Ⅱ（均質
な も の
（例えば、
ゼリー状

１× 10３

以 上 15
× 10４ 以
下

１× 10３

以下
02 以 上
09以下
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又はムー
ス状等の
食品）（た
だし、Ⅰ
を満たす
ものを除
く。））

Ⅲ（不均
質なもの
も 含 む
（例えば、
まとまり
のよいお
かゆ又は
やわらか
いペース
ト状若し
く は ゼ
リー寄せ
等 の 食
品）（ただ
し、Ⅰ又
はⅡを満
た す も
の を 除
く。）。）

３× 10２

以上２×
10４以下

15×10３

以下

備考
常温及び喫食の目安となる温度のいずれの条
件であっても、当該基準値を満たしていること。

とろみ調整
用食品

次に掲げる全ての規格を満たすものであるこ
と。

一 「とろみ調整用食品」
の文字

一 液体に添加することでその物性を調整
し、医学的及び栄養学的知見に基づき、特
別の配慮を必要とするえん下困難者に適当
な食品であること。

二 １回当たりの使用量
（主にとろみをつける代
表的な食品に対する標準
的な使用量について明記
すること。）二 申請製品ついて、えん下困難者に対する

使用実績があること。 三 喫食の目安となる温度
及び喫食の温度による粘
度の違いに関する注意事
項（例えば、10℃から45℃
までの食品の温度に適し

三 特別の用途に適する旨の表示が、えん下
困難者用の食品としてふさわしいものであ
ること。
四 使用方法が簡明であること。
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四 １包装当たりの重量
五 １回当たりの使用量又
は１包装当たりの熱量、
たんぱく質、脂質、炭水
化物及びナトリウム（食
塩相当量に換算したも
の）の量

五 適正な試験方法によって特性が確認され
るものであること。

六 医師、歯科医師、管理
栄養士、薬剤師、言語聴
覚士等に相談し、その指
導に従って使用すること
が適当である旨

六 表１の平均粘度（mPa・ｓ）の欄に掲
げる区分に応じ、それぞれ同表の精製水に
対する当該食品の添加濃度（％）の欄に掲
げる基準値を満たしているものであって、
表２の性能の欄に掲げる区分に応じ、それ
ぞれ同表の要件の欄に掲げる要件を満たす
ものであること。
なお、とろみ調整用食品を使用する対象
は、原則として均質な液体とする。

表１

平均粘度（mPa・
ｓ）

精製水に対する当該
食品の添加濃度（％）

100 01以上15未満

400 15以上40未満

表２

七 とろみをつける食品に
関する注意事項（例えば、
食品の違い、使用する量
による粘度の違い又は液
状流動食若しくは不均質
なものを含むものに使う
場合の摂取上の注意事
項）

性能 要件

溶解性及
び分散性

当該食品で調整する際、10℃、
20℃及び45℃において、５㎜以
上の不溶解物の塊（表面部分の
みが吸水して中心部まで溶媒が
浸透せず、膨潤及び水和が不十
分な状態をいう。）が認められな
いこと。

八 とろみ調整用食品を加
える際の手順（例えば、
適切な粘度に調整するた
めのかくはん速度及び時
間）

経時的安
定性

当該食品で調整30分後の粘度
が、調整10分後の粘度の±15％
以内であること。

九 摂取する際の注意事項
（例えば、食品の温度が
粘度に与える影響）

唾液抵抗
性

当該食品で調整後、アミラーゼ
を添加し、30分後の粘度が、ア
ミラーゼ無添加の粘度の75％以
上であること。

ている旨及び喫食温度の
違いによる添加量の調整
に関する注意）

温度安定
性

当該食品で調整後の10℃及び
45℃の粘度がそれぞれ20℃の粘
度の±35％以内であること。

別表第六


別表
［表略］ ［同左］

備 考 表 中 の ﹇ ﹈ の 記 載 は 注 記 で あ る 。

附 則

こ の 府 令 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 別 表 第 三 の 経 口 補 水 液 の 項 に 掲 げ る 事 項 の 改 正 規 定 は 、 令 和 七 年 六 月 一 日 か ら 施 行 す る 。
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省

令

改

正

後

改

正

前

（
業
務
方
法
書
の
記
載
事
項
）

（
業
務
方
法
書
の
記
載
事
項
）

第
四
条

機
構
に
係
る
通
則
法
第
二
十
八
条
第
二
項

の
主
務
省
令
で
定
め
る
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ

き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
四
条

機
構
に
係
る
通
則
法
第
二
十
八
条
第
二
項

の
主
務
省
令
で
定
め
る
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ

き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
十
二

（
略
）

一
〜
十
二

（
略
）

十
三

機
構
法
第
十
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定

す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
、
分
析
及
び
提
供
並

び
に
地
域
に
お
け
る
生
物
の
多
様
性
の
増
進
の

た
め
の
活
動
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和

六
年
法
律
第
十
八
号
。
以
下
「
地
域
生
物
多
様

性
増
進
法
」
と
い
う
。）第
十
四
条
に
規
定
す
る

事
務
に
関
す
る
事
項

（
新
規
）

十
四
〜
十
七

（
略
）

十
三
〜
十
六

（
略
）

（
中
期
計
画
の
認
可
の
申
請
）

（
中
期
計
画
の
認
可
の
申
請
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２

機
構
は
、
通
則
法
第
三
十
条
第
一
項
後
段
の
規

定
に
よ
り
中
期
計
画
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
及
び

そ
の
理
由
を
記
載
し
た
申
請
書
を
環
境
大
臣
（
当

該
変
更
が
機
構
法
第
十
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第

四
号
に
規
定
す
る
業
務
並
び
に
こ
れ
ら
に
附
帯
す

る
業
務
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
農
林
水

産
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
及
び

環
境
大
臣
と
し
、
当
該
変
更
が
機
構
法
第
十
条
第

２

機
構
は
、
通
則
法
第
三
十
条
第
一
項
後
段
の
規

定
に
よ
り
中
期
計
画
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
及
び

そ
の
理
由
を
記
載
し
た
申
請
書
を
環
境
大
臣
（
当

該
変
更
が
機
構
法
第
十
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第

四
号
に
規
定
す
る
業
務
並
び
に
こ
れ
ら
に
附
帯
す

る
業
務
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
農
林
水

産
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
及
び

環
境
大
臣
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
業
務
（
地
域
生
物
多

様
性
増
進
法
第
十
四
条
に
規
定
す
る
事
務
に
限

る
。）及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
に
係
る
も
の
で

あ
る
場
合
に
は
、
農
林
水
産
大
臣
、
国
土
交
通
大

臣
及
び
環
境
大
臣
と
す
る
。）に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
年
度
計
画
の
記
載
事
項
等
）

（
年
度
計
画
の
記
載
事
項
等
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２

機
構
は
、
通
則
法
第
三
十
一
条
第
一
項
後
段
の

規
定
に
よ
り
年
度
計
画
の
変
更
を
し
た
と
き
は
、

変
更
し
た
事
項
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
届
出

書
を
環
境
大
臣
（
当
該
変
更
が
機
構
法
第
十
条
第

一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
規
定
す
る
業
務
並
び

に
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務
に
係
る
も
の
で
あ
る

場
合
に
は
、
農
林
水
産
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
及
び
環
境
大
臣
と
し
、
当
該
変
更

が
機
構
法
第
十
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る

業
務
（
地
域
生
物
多
様
性
増
進
法
第
十
四
条
に
規

定
す
る
事
務
に
限
る
。）及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業

務
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
農
林
水
産
大

臣
、
国
土
交
通
大
臣
及
び
環
境
大
臣
と
す
る
。）に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

機
構
は
、
通
則
法
第
三
十
一
条
第
一
項
後
段
の

規
定
に
よ
り
年
度
計
画
の
変
更
を
し
た
と
き
は
、

変
更
し
た
事
項
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
届
出

書
を
環
境
大
臣
（
当
該
変
更
が
機
構
法
第
十
条
第

一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
規
定
す
る
業
務
並
び

に
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務
に
係
る
も
の
で
あ
る

場
合
に
は
、
農
林
水
産
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
及
び
環
境
大
臣
）
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
区
分
経
理
等
）

（
区
分
経
理
等
）

第
十
二
条

（
略
）

第
十
二
条

（
略
）

２

機
構
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
勘
定
に
お
い
て

は
、
内
訳
と
し
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
業
務
に

係
る
経
理
単
位
に
区
分
す
る
も
の
と
す
る
。

２

機
構
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
勘
定
に
お
い
て

は
、
内
訳
と
し
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
業
務
に

係
る
経
理
単
位
に
区
分
す
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

基
金
勘
定

二

基
金
勘
定

イ
〜
ニ

（
略
）

イ
〜
ニ

（
略
）

ホ

機
構
法
第
十
条
第
一
項
第
十
三
号
に
掲
げ

る
業
務
及
び
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務

（
新
規
）

ヘ

（
略
）

ホ

（
略
）

（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
処
理
に
要
す

る
費
用
の
範
囲
）

（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
処
理
に
要
す

る
費
用
の
範
囲
）

第
二
十
六
条

機
構
法
第
十
条
第
一
項
第
五
号
及
び

第
十
六
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
費
用
の

範
囲
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
十
六
条

機
構
法
第
十
条
第
一
項
第
五
号
及
び

第
十
六
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
費
用
の

範
囲
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

中
小
企
業
者
（
中
小
企
業
支
援
法
（
昭
和
三

十
八
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
の
う
ち
、
同
項
に
規

定
す
る
中
小
企
業
者
以
外
の
一
又
は
二
以
上
の

会
社
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
大
企
業
者
」

一

中
小
企
業
者
（
中
小
企
業
支
援
法
（
昭
和
三

十
八
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
の
う
ち
、
同
項
に
規

定
す
る
中
小
企
業
者
以
外
の
一
又
は
二
以
上
の

会
社
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
大
企
業
者
」

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
六
年
環
境
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
当
該
対
象
規
定
全
体
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う

に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を

削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
新

た
に
追
加
す
る
。

〇
環
境
省
令
第
三
十
一
号

地
域
に
お
け
る
生
物
の
多
様
性
の
増
進
の
た
め
の
活
動
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
十
八
号
）
の

施
行
に
伴
い
、
並
び
に
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
十
八
条
第
二
項
、
第
三
十
条
第

一
項
、
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
五
十
条
並
び
に
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
四

十
三
号
）
第
十
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
に

関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
十
二
月
十
日

環
境
大
臣

浅
尾
慶
一
郎





と
い
う
。）の
所
有
に
係
る
当
該
中
小
企
業
者
の

株
式
の
数
の
当
該
中
小
企
業
者
の
発
行
済
株
式

の
総
数
に
対
す
る
割
合
又
は
大
企
業
者
の
当
該

中
小
企
業
者
へ
の
出
資
の
金
額
の
当
該
中
小
企

業
者
の
出
資
の
総
額
に
対
す
る
割
合
が
二
分
の

一
以
上
で
あ
る
者
及
び
そ
の
者
と
の
間
に
そ
の

者
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
（
法
人
税
法
（
昭
和

四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
二
条
第
一
項
第

十
二
号
の
七
の
六
に
規
定
す
る
完
全
支
配
関
係

を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
あ

る
者
並
び
に
大
企
業
者
と
の
間
に
当
該
中
小
企

業
者
又
は
大
企
業
者
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
が

あ
る
者
を
除
い
た
も
の
を
い
う
。）、
常
時
使
用

す
る
従
業
員
の
数
が
中
小
企
業
支
援
法
第
二
条

第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
定
め
る
業

種
ご
と
に
当
該
各
号
に
定
め
る
従
業
員
の
数
以

下
の
法
人
（
会
社
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）（
国

の
機
関
又
は
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。）で
あ
っ

て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
業
種
に
属
す
る
事
業

を
主
た
る
事
業
と
し
て
営
む
も
の
又
は
常
時
使

用
す
る
従
業
員
の
数
が
百
人
以
下
の
法
人
が
保

管
す
る
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
処
理

に
要
す
る
費
用
（
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に

掲
げ
る
費
用
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）

と
い
う
。）の
所
有
に
係
る
当
該
中
小
企
業
者
の

株
式
の
数
の
当
該
中
小
企
業
者
の
発
行
済
株
式

の
総
数
に
対
す
る
割
合
又
は
大
企
業
者
の
当
該

中
小
企
業
者
へ
の
出
資
の
金
額
の
当
該
中
小
企

業
者
の
出
資
の
総
額
に
対
す
る
割
合
が
二
分
の

一
以
上
で
あ
る
者
及
び
そ
の
者
と
の
間
に
そ
の

者
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
（
法
人
税
法
（
昭
和

四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
二
条
第
一
項
第

十
二
号
の
七
の
六
に
規
定
す
る
完
全
支
配
関
係

を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
あ

る
者
並
び
に
大
企
業
者
と
の
間
に
当
該
中
小
企

業
者
又
は
大
企
業
者
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
が

あ
る
者
を
除
い
た
も
の
を
い
う
。）、
常
時
使
用

す
る
従
業
員
の
数
が
中
小
企
業
支
援
法
第
二
条

第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
定
め
る
業

種
ご
と
に
当
該
各
号
に
定
め
る
従
業
員
の
数
以

下
の
法
人
（
会
社
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）（
国

の
機
関
又
は
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。）で
あ
っ

て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
業
種
に
属
す
る
事
業

を
主
た
る
事
業
と
し
て
営
む
も
の
又
は
常
時
使

用
す
る
従
業
員
の
数
が
百
人
以
下
の
法
人
が
保

管
す
る
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
（
次
の

表
に
掲
げ
る
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
を

除
く
。
次
号
及
び
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）の

処
理
に
要
す
る
費
用
（
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま

で
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同

じ
。）

一

廃
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
等
（
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三

百
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
二

条
の
四
第
五
号
イ
に
規
定
す
る
廃
ポ

リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
等
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も

のイ

電
気
機
器
又
は
Ｏ
Ｆ
ケ
ー
ブ
ル

（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
を
絶
縁

材
料
と
し
て
使
用
し
た
電
気
機
器

又
は
Ｏ
Ｆ
ケ
ー
ブ
ル
を
除
く
。）に

使
用
さ
れ
た
絶
縁
油
で
あ
っ
て
、

微
量
の
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
に

ロ

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
の
濃
度

が
廃
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
等
一

キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
五
千
ミ
リ
グ

ラ
ム
以
下
の
も
の
（
イ
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く
。）

よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
も
の
（
以
下

「
微
量
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
汚

染
絶
縁
油
」
と
い
う
。）が
廃
棄
物

と
な
っ
た
も
の

二

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
汚
染
物
（
令

第
二
条
の
四
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
汚
染
物
を
い

う
。）の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

微
量
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
汚

染
絶
縁
油
が
塗
布
さ
れ
、
染
み
込

み
、
付
着
し
、
又
は
封
入
さ
れ
た

も
の
が
廃
棄
物
と
な
っ
た
も
の

ロ

汚
泥
、
紙
く
ず
、
木
く
ず
又
は

繊
維
く
ず
の
う
ち
、
当
該
汚
泥
、

紙
く
ず
、
木
く
ず
又
は
繊
維
く
ず

に
塗
布
さ
れ
、
又
は
染
み
込
ん
だ

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
の
量
が
汚

泥
、
紙
く
ず
、
木
く
ず
又
は
繊
維

く
ず
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
十
万

ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
（
イ
に

掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

ハ

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
う
ち
、

当
該
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
に
付
着

し
、
又
は
封
入
さ
れ
て
い
る
ポ
リ

塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
の
量
が
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

き
十
万
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の

（
イ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

ニ

金
属
く
ず
、
陶
磁
器
く
ず
又
は

工
作
物
の
新
築
、
改
築
若
し
く
は

除
去
に
伴
っ
て
生
じ
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
破
片
そ
の
他
こ
れ
に
類

す
る
不
要
物
（
以
下
こ
の
項
及
び

次
の
項
に
お
い
て「
金
属
く
ず
等
」

と
い
う
。）の
う
ち
、
当
該
金
属
く

ず
等
に
付
着
し
、
又
は
封
入
さ
れ

て
い
る
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
の

量
が
金
属
く
ず
等
に
付
着
し
、
又

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報



は
封
入
さ
れ
て
い
る
物
一
キ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
き
五
千
ミ
リ
グ
ラ
ム
以

下
の
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
も
の
を

除
く
。）

三

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
処
理
物
（
令

第
二
条
の
四
第
五
号
ハ
に
規
定
す
る

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
処
理
物
を
い

う
。）の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

一
の
項
イ
又
は
二
の
項
イ
に
掲

げ
る
廃
棄
物
を
処
分
す
る
た
め
に

処
理
し
た
も
の

ロ

廃
油
の
う
ち
、
当
該
廃
油
に
含

ま
れ
る
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
の

量
が
廃
油
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き

五
千
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の

（
イ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

ハ

廃
酸
又
は
廃
ア
ル
カ
リ
の
う

ち
、
当
該
廃
酸
又
は
廃
ア
ル
カ
リ

に
含
ま
れ
る
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ

ル
の
量
が
廃
酸
又
は
廃
ア
ル
カ
リ

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
五
千
ミ
リ

グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
（
イ
に
掲
げ

る
も
の
を
除
く
。）

ニ

汚
泥
、
紙
く
ず
、
木
く
ず
又
は

繊
維
く
ず
の
う
ち
、
当
該
汚
泥
、

紙
く
ず
、
木
く
ず
又
は
繊
維
く
ず

に
含
ま
れ
る
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ

ル
の
量
が
汚
泥
、
紙
く
ず
、
木
く

ず
又
は
繊
維
く
ず
一
キ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
き
五
千
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
の

も
の
（
イ
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。）

ホ

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
う
ち
、

当
該
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
に
付
着

し
て
い
る
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル

の
量
が
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
一
キ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
五
千
ミ
リ
グ
ラ

ム
以
下
の
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く
。）

ヘ

金
属
く
ず
等
の
う
ち
、
当
該
金

属
く
ず
等
に
付
着
し
て
い
る
ポ
リ

塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
の
量
が
金
属
く

ず
等
に
付
着
し
て
い
る
物
一
キ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
き
五
千
ミ
リ
グ
ラ
ム

以
下
の
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
も
の

を
除
く
。）

ト

イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の

以
外
の
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
ポ

リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
処
理
物
に
含

ま
れ
る
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
の

量
が
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
処
理

物
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
五
千
ミ

リ
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の

四

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
保
管
に
係

る
費
用
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適

正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平

成
十
三
年
法
律
第
六
十
五
号
。
以
下「
特
措
法
」

と
い
う
。）第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
高
濃
度

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
処
理
に
係
る

も
の
に
限
る
。）

四

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
保
管
に
係

る
費
用

五

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
十

九
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
生
活
環
境

の
保
全
上
の
支
障
の
除
去
等
の
措
置
（
ポ
リ
塩

化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
処
理
に
係
る
も
の
に

限
る
。）及
び
特
措
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
処
分
等
措
置
（
同
法
第
十
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
処
分
等
措
置
を
い
う
。）に
要
す

る
費
用

五

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
十

九
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
生
活
環
境

の
保
全
上
の
支
障
の
除
去
等
の
措
置
（
ポ
リ
塩

化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第

六
十
五
号
。
以
下
「
特
措
法
」
と
い
う
。）第
二

条
第
二
項
に
規
定
す
る
高
濃
度
ポ
リ
塩
化
ビ

フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
処
理
に
係
る
も
の
に
限

る
。）及
び
特
措
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
く
処
分
等
措
置
（
同
法
第
十
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
処
分
等
措
置
を
い
う
。）に
要
す
る

費
用

六

機
構
法
第
十
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る

環
境
大
臣
が
指
定
す
る
者
が
行
う
第
一
号
、
第

二
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
務
に
要
す
る
費

用

（
新
設
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
地
域
に
お
け
る
生
物
の
多
様
性
の
増
進
の
た
め
の
活
動
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律

第
十
八
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
六
条
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報 
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